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「令和 7年度福島大学校友会総会」各審議事項の表決結果報告 

 

 日頃より福島大学校友会の活動にご理解・ご協力をいただき誠にありがとうございます。 

さて、令和 7年 11月 1日（土）に開催いたしました「令和 7年度福島大学校友会総会」に

つきまして、各審議事項への表決結果を下記の通りご報告いたします。 

 

記 

 

令和７年度福島大学校友会総会 表決結果 

（総会出席者数 ３２） 

 

【審議事項１】 令和７年度役員及び理事会構成メンバーについて     

           賛成：３２   反対：０   棄権：０   

 

【審議事項２】 令和６年度事業実施報告および会計決算報告について        

           賛成：３２   反対：０   棄権：０   

 

【審議事項３】 令和７年度事業計画および予算案について          

           賛成：３２   反対：０   棄権：０   

    

<結果> 

すべての審議事項について、全員の賛成をもって可決されました。                                 

以上 

 

ご協力いただきました皆様に心より御礼申し上げます。今後とも皆様のご支援とご協力

のほどよろしくお願いいたします。 



令和7年11月吉日

【審議事項１】
質問、意見 回答

特になし

【審議事項２】
質問、意見 回答

会計決算書について、会費収入の予算額と決算額についてで
すが、加入率66.9％は高いのか低いのか、いかがなものなの
でしょうか。
（保護者・後援会関係者）

ご質問ありがとうございます。加入率の過去平均は70％と
なっておりますが、加入者数の増加を目指してきた中で、こ
の結果は想定より低いものと受け止めています。
今後は加入率の改善を目指し、加入促進策を検討していく予
定です。

質問、意見 回答
会費納入者（加入者）数778名、加入率66.9％は想定通りの人
数（率）か。また、他大学の同様な組織と比べ、加入者・加
入率はどのようだと評価しているか。
（卒業生・同窓会関係者）

ご質問ありがとうございます。加入率の過去平均は70％と
なっておりますが、加入者数の増加を目指してきた中で、こ
の結果は想定より低いものと受け止めています。
他大学と比較すると、一部の大学では加入率が80%を超えると
ころもあるため、改善策を検討したいと思います。

【審議事項３】
質問、意見 回答

予算書の収入と支出を合わせない理由は何か。次年度の繰越
額を把握するためか。予算書の作成として参考にご教示願い
ます。
（保護者・後援会関係者）

ご質問ありがとうございます。予算書ついて、次年度の繰越
額を把握し、各年度の財政状況をより明確にするため、収入
と支出を別々に管理しております。次年度はより透明性を
持った予算書作りを検討していく予定です。

質問、意見 回答
校友会サロン積立の減額（500万円→300万円）についての説
明が欲しい。
（校友会役員）

今後の総会や資料でご報告できるよう努めて参ります。

質問、意見 回答
校友会サロン積立残高の報告が欲しい。
（卒業生・同窓会関係者）

今後の総会や資料でご報告できるよう努めて参ります。

質問、意見 回答
事業計画については、前年度との違いが分かる記述にしてい
ただけるとありがたい。（色を付けるなど）
（校友会役員）

ご指摘いただきありがとうございます。次年度以降は、前年
度との違いが分かりやすいように記述を工夫いたします。

質問、意見 回答
次年度の繰越額は、今年度予算を執行した残額金であるべき
か。校友会積立と同様の感じが致します。そうであるなら何
のための積立なのかを明示したい。収入額と事業の予算との
間に大きな隔たりがあるので。（6月の理事会でも発言しまし
た。）
（卒業生・同窓会関係者）

ご意見ありがとうございます。次年度の繰越額や収入額と事
業予算との隔たりについて、専門家とも相談し、透明性を保
ちながら具体的な対策を検討していく所存です。

【その他ご意見】
質問、意見 回答

交流会等、卒業生向けの事業も充実させていくべきと考えま
す。
（卒業生・同窓会関係者）

ご意見ありがとうございます。卒業生同士のつながりを深め
ることで、さまざまな可能性が広がると思います。今後、卒
業生に向けた事業の充実に努めて参ります。

キャリア教育の関係で、教員養成セミナー等（人間発達学
類）をやっているようですが、人件費が後援会から出ている
が不足気味と聞いています。他学類から教員を目指す生徒が
活用したい（している）とも聞いているので、校友会から援
助はできないでしょうか。
（校友会役員）

ご提案ありがとうございます。校友会としても支援できる方
法を検討したいと思いますが、学部再編成後の状況も踏ま
え、今後の方向性について検討を進めてまいります。

福大校友会の活動について、マスコミの報道で知る機会（カ
レーの提供など）があったが、次年度以降もマスコミ等の情
報提供を行い、広く地域の方々に知っていただく機会を多く
し、福大のイメージアップにつなげていきたい。
（校友会役員）

ありがとうございます。次年度以降も報道機関や地域の皆様
への情報提供を強化し、福大のイメージアップにつながるよ
う努めて参ります。

　総会時に寄せられたご意見等一覧

〈令和７年度福島大学校友会総会〉


